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なかとんべつ町議会だより２３５号 ２

　令和８年第１回定例会が、３月６日から19日まで14日
間の会期で開かれました。

　　　　　　　　　　　　招集日の３月６日には、諸般
　　　　　　　　　　　の報告、行政報告、固定資産評
　　　　　　　　　　　価審査委員会委員の選任、条例
　　　　　　　　　　　（一部改正含む）、令和７年度
　　　　　　　　　　　補正予算などを、原案どおり同
　　　　　　　　　　　意及び可決し散会しました。
　　　　　　　　　　　３月16日には、条例（いきいき
　　　　　　　　　　　ふるさと常任委員会付託分）、
　　　　　　　　　　　令和７年度補正予算を可決しま
　　　　　　　　　　　した。

　３月17日には、小林町長が
令和８年度町政執行方針、大島
教育長が令和８年度教育行政執
行方針を表明、一般質問を通じ
て４名の議員が町長、教育長の
所信を質（ただ）しました。

　本会議休会中の３月17日～19日に令和８年度各会計予
算案を全議員で構成する「予算審査特別委員会」（蓮尾
純一委員長）で審査。委員会審査を経て、再開された本
会議で全８会計（10議案）予算を原案どおり可決、全日
程が終了し３月19日に閉会しました。

①
中
頓
別
町
に
お
け
る
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
の
老
朽
化
に
つ
い
て

②
部
活
動
の
地
域
移
行
に
つ
い
て　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①
②
（
長
谷
川
議
員
）

③
町
の
お
金
の
使
い
方
に
再
び
不
満
、
不
安
の
声
、
今
後
ど
う
応
え
て
い
く
の
か　
　
③
（
宮
崎
議
員
）

④
令
和
８
年
度
か
ら
の
医
療
報
酬
、
介
護
報
酬
改
定
に
よ
る
影
響
及
び
今
後
の

　
町
の
医
療
介
護
の
方
針
に
つ
い
て　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④
（
髙
橋
議
員
）

⑤
財
政
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
の
今
後
の
見
通
し
は

⑥
人
口
減
少
に
対
す
る
具
体
的
な
対
応
策
が
あ
る
の
か

⑦
町
民
の
高
齢
化
に
よ
る
生
活
イ
ン
フ
ラ
の
整
備
の
状
況　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤
⑥
⑦
（
蓮
尾
議
員
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
４
議
員
が
一
般
質
問

町政執行方針を表明する
小林町長

教育行政執行方針を表明する
大島教育長

令和８年 第１回定例会



なかとんべつ町議会だより２３５号３

第１回定例会で
　　　　決まりました
第１回定例会で
　　　　決まりました

同
意
第
１
号　
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
委
員
の
選
任
同
意

　
議
案
第
３
号　
犯
罪
被
害
者
等
支
援
条
例

議
案
第
４
号　
鳥
獣
被
害
対
策
実
施
隊
設
置
条
例

議
案
第
５
号　
乳
児
等
通
園
支
援
事
業
の
設
備
及
び
運
営
に
関
す
る
基

　
　
　
　
　
　
準
を
定
め
る
条
例

議
案
第
６
号　
特
定
乳
児
等
通
園
支
援
事
業
の
運
営
に
関
す
る
基
準
を

　
　
　
　
　
　
定
め
る
条
例

議
案
第
７
号　
こ
ど
も
支
援
セ
ン
タ
ー
設
置
条
例

議
案
第
８
号　
養
護
老
人
ホ
ー
ム
長
寿
園
・
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム

　
　
　
　
　
　
長
寿
園
運
営
委
員
会
条
例

議
案
第
９
号　
各
委
員
会
の
委
員
等
の
報
酬
額
及
び
費
用
弁
償
並
び
に

　
　
　
　
　
　
そ
の
支
給
に
関
す
る
条
例　
　
　
　
　
（
一
部
改
正
）

議
案
第
10
号　
行
政
手
続
に
お
け
る
特
定
の
個
人
を
識
別
す
る
た
め
の

　
　
　
　
　
　
番
号
の
利
用
等
に
関
す
る
法
律
に
基
づ
く
個
人
番
号
の

　
　
　
　
　
　
利
用
及
び
特
定
個
人
情
報
の
提
供
に
関
す
る
条
例　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
一
部
改
正
）

議
案
第
11
号　
税
条
例　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
一
部
改
正
）

議
案
第
12
号　
財
政
調
整
基
金
の
設
置
、
管
理
及
び
処
分
に
関
す
る

　
　
　
　
　
　
条
例　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
一
部
改
正
）

議
案
第
13
号　
地
域
づ
く
り
活
動
支
援
補
助
金
条
例　
（
一
部
改
正
）

議
案
第
14
号　
酪
農
振
興
支
援
条
例　
　
　
　
　
　
　
（
一
部
改
正
）

議
案
第
15
号　
商
工
業
振
興
支
援
条
例　
　
　
　
　
（
一
部
改
正
等
）

議
決
結
果
の
一
覧

○○○○○○○○○○○○○○

○
※
　
　
は
同
意

議
案
第
16
号　
国
民
健
康
保
険
税
条
例　

 　
　
　
　
　
（
一
部
改
正
）

議
案
第
17
号　
放
課
後
児
童
健
全
育
成
事
業
の
設
備
及
び
運
営
に
関
す

　
　
　
　
　
　
る
基
準
を
定
め
る
条
例　
　
　
　
　
　
（
一
部
改
正
）

議
案
第
18
号　
い
じ
め
の
防
止
等
に
関
す
る
条
例　
　
（
一
部
改
正
）

議
案
第
19
号　
過
疎
地
域
持
続
的
発
展
市
町
村
計
画
の
変
更

議
案
第
20
号　
工
事
請
負
契
約
の
締
結

議
案
第
21
号　
令
和
７
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算

議
案
第
22
号　
令
和
７
年
度
自
動
車
学
校
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算

議
案
第
23
号　
令
和
７
年
度
国
民
健
康
保
険
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算

議
案
第
24
号　
令
和
７
年
度
国
民
健
康
保
険
病
院
事
業
会
計
補
正
予
算

議
案
第
25
号　
令
和
７
年
度
水
道
事
業
会
計
補
正
予
算

議
案
第
26
号　
令
和
７
年
度
下
水
道
事
業
会
計
補
正
予
算

議
案
第
27
号　
令
和
７
年
度
介
護
保
険
事
業
特
別
会
計
（
保
険
事
業
勘

　
　
　
　
　
　
定
）
補
正
予
算

議
案
第
28
号　
令
和
７
年
度
介
護
保
険
事
業
特
別
会
計
（
介
護
サ
ー
ビ

　
　
　
　
　
　
ス
事
業
勘
定
）
補
正
予
算

議
案
第
29
号　
令
和
７
年
度
介
護
保
険
事
業
特
別
会
計
（
施
設
介
護
サ

　
　
　
　
　
　
ー
ビ
ス
事
業
勘
定
）
補
正
予
算

議
案
第
30
号　
令
和
７
年
度
後
期
高
齢
者
医
療
事
業
特
別
会
計
補
正
予

　
　
　
　
　
　
算

○○○○○○○○○○○○○○○



なかとんべつ町議会だより２３５号 ４

質
　
問

　
私
た
ち
町
民
の
毎
日
の
暮
ら
し
は
、
水
道
や
下
水

道
、
道
路
、
橋
な
ど
の
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
に
よ
っ
て
支

え
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
は
、
普
段
あ
ま
り
意
識

す
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
ひ
と
た
び
不
具
合
が

起
き
る
と
、
生
活
に
大
き
な
不
安
や
不
便
を
も
た
ら

し
ま
す
。
中
頓
別
町
に
お
い
て
も
、
多
く
の
ラ
イ
フ

ラ
イ
ン
が
整
備
さ
れ
て
か
ら
長
い
年
月
が
経
過
し
て

お
り
老
朽
化
が
重
く
影
を
落
と
し
て
い
る
と
、
感
じ

る
町
民
も
少
な
く
な
い
と
思
い
ま
す
。
そ
こ
で
、
町

民
の
安
心
・
安
全
な
生
活
を
守
る
観
点
か
ら
次
の
点

に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。
　
　
　
　
　
　

　
町
の
主
要
な
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
に
つ
い
て
、
現
在
ど

の
よ
う
な
状
況
に
あ
る
の
か
？
ま
た
、
老
朽
化
に
よ

る
事
故
や
ト
ラ
ブ
ル
を
未
然
に
防
ぐ
た
め
、
ど
の
よ

う
な
点
検
や
管
理
を
行
っ
て
い
る
か
。
限
ら
れ
た
財

源
の
中
で
、
ど
の
よ
う
な
考
え
方
で
修
繕
や
更
新
の

優
先
順
位
を
決
め
て
い
る
の
か
？
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
の

状
況
や
今
後
の
見
通
し
に
つ
い
て
、
ど
の
よ
う
に
町

民
へ
お
知
ら
せ
し
て
い
く
の
か
？
以
上
に
つ
い
て
、

町
長
の
お
考
え
を
伺
い
ま
す
。

答
　
弁
　
○
小
林
町
長

　
町
の
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
に
つ
い
て
は
、
概
ね
維
持
管

理
さ
れ
て
い
る
と
考
え
て
い
ま
す
が
、
あ
わ
せ
て
計

画
的
に
老
朽
化
対
策
も
進
め
て
き
て
い
る
と
こ
ろ
で

す
。
水
道
に
つ
い
て
は
、
昭
和
54
年
か
ら
56
年
に
整

備
さ
れ
た
も
の
が
多
く
、
老
朽
化
が
進
ん
で
い
る
こ

と
か
ら
、
水
道
施
設
更
新
計
画
に
基
づ
い
て
、
上
水

道
設
備
設
備
及
び
導
水
管
の
更
新
を
令
和
６
年
度
で

完
了
し
て
い
る
。
今
後
は
、
老
朽
化
し
た
基
幹
管
路

及
び
市
街
地
配
水
管
、
各
ポ
ン
プ
場
等
を
計
画
的
に

更
新
し
て
い
く
予
定
で
す
。
ま
た
、
漏
水
調
査
を
継

続
的
に
実
施
し
修
繕
す
る
こ
と
で
事
故
を
未
然
に
防

い
で
い
き
ま
す
。
下
水
道
管
路
に
つ
い
て
は
、
閉
塞

を
未
然
に
防
ぐ
た
め
、
管
路
洗
浄
を
実
施
し
て
い
き

ま
す
。

　
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
全
体
に
つ
い
て
、
定
期
的
な
点
検
、

パ
ト
ロ
ー
ル
を
実
施
し
町
民
生
活
に
支
障
が
生
じ
る

こ
と
の
な
い
よ
う
適
切
な
管
理
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

　第１回定例会は、町長が令和８年度における町政執行方針、教育長が令和８年度における
教育行政執行方針をそれぞれ表明。４議員が一般質問を行いました。

私たちの一般質問私たちの一般質問私たちの一般質問私たちの一般質問ここが聞きたい、
　　　知りたい
ここが聞きたい、
　　　知りたい

長
谷
川 

克 

弘 

議
員

 

中
頓
別
町
に
お
け
る
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
の
老
朽
化

に
つ
い
て

質
　
問

　
現
在
、
全
国
的
に
中
学
校
の
部
活
動
を
地
域
へ
移

行
す
る
動
き
が
進
ん
で
い
ま
す
。
子
ど
も
た
ち
が
こ

れ
ま
で
通
り
安
心
し
て
活
動
で
き
る
の
か
、
保
護
者

の
負
担
は
増
え
な
い
の
か
、
地
域
の
受
け
皿
は
整
っ

て
い
る
の
か
な
ど
不
安
の
声
も
聞
か
れ
ま
す
。
　
　

　
そ
こ
で
、
町
と
し
て
の
考
え
と
今
後
の
進
め
方
に

つ
い
て
伺
い
ま
す
。
部
活
動
の
地
域
移
行
に
対
す
る

基
本
的
な
考
え
方
と
現
在
の
検
討
状
況
、
ま
た
小
規

模
自
治
体
に
お
い
て
活
動
種
目
の
確
保
や
広
域
連
携

を
ど
う
進
め
て
い
く
の
か
？
さ
ら
に
、
指
導
者
の
確

保
や
安
全
管
理
体
制
に
つ
い
て
の
関
り
や
保
護
者
の

経
済
的
・
送
迎
負
担
へ
の
支
援
策
に
つ
い
て
子
ど
も

た
ち
が
安
心
し
て
活
動
を
続
け
ら
れ
る
環
境
づ
く
り

を
ど
う
進
め
て
い
く
の
か
？
地
域
展
開
の
条
件
が
整

う
と
は
ど
の
よ
う
な
状
況
と
認
識
さ
れ
る
の
か
？
以

上
に
つ
い
て
、
教
育
長
の
お
考
え
を
伺
い
ま
す
。

答
　
弁
　
○
大
島
教
育
長

　
中
学
校
部
活
動
の
地
域
移
行
は
、
少
子
化
の
進
行

や
教
職
員
の
働
き
方
改
革
を
背
景
に
、
国
の
方
針
の

も
と
持
続
可
能
な
活
動
体
制
を
構
築
す
る
こ
と
を
目

的
と
し
て
進
め
ら
れ
て
い
る
も
の
で
す
。

　
当
初
は
学
校
部
活
動
を
学
校
か
ら
地
域
へ
「
移
す
」

と
い
う
意
味
合
い
で
「
地
域
移
行
」
と
い
う
表
現
が

用
い
ら
れ
て
き
ま
し
た
が
、
現
在
は
部
活
動
を
よ
り

広
く
地
域
に
開
き
新
た
な
価
値
を
創
出
し
よ
り
豊
か

で
幅
広
い
活
動
に
転
換
し
て
い
く
と
い
う
考
え
の
も

と
「
地
域
展
開
」
と
い
う
表
現
が
用
い
ら
れ
て
い
ま

す
。

 

部
活
動
の
地
域
移
行
に
つ
い
て



なかとんべつ町議会だより２３５号５

質
　
問

　

本
町
の
一
般
会
計
総
額
、
今
年
度
は
58
億

円
と
、
前
年
度
と
の
比
較
で
13
億
円
近
く
増

加
し
一
気
に
過
去
最
大
を
更
新
し
た
が
、
そ

れ
を
大
幅
に
塗
り
替
え
一
般
会
計
だ
け
で
94

億
円
を
超
え
る
予
算
案
が
大
き
く
報
じ
ら
れ

た
。
こ
れ
に
対
し
て
例
え
ば
今
年
度
は
つ
い

に
出
生
ゼ
ロ
と
、
子
ど
も
の
人
数
が
大
き
く

減
少
し
て
い
る
中
で
高
額
な
学
校
づ
く
り
の

費
用
ば
か
り
が
際
立
つ
と
い
う
、
何
と
も
言

え
な
い
状
況
と
な
っ
て
い
る
一
方
で
、
高
齢

化
率
40
％
を
超
え
る
町
が
医
療
福
祉
提
供
体

制
の
方
向
性
を
明
確
に
打
ち
出
せ
て
い
な
い

と
い
う
の
も
い
か
が
な
も
の
か
。

　

ま
た
、
近
年
、
多
く
の
町
民
の
方
々
が
求

め
て
い
る
の
は
、
お
そ
ら
く
火
葬
場
の
建
て

　
本
町
に
お
き
ま
し
て
も
子
ど
も
た
ち
の
ス

ポ
ー
ツ
・
文
化
活
動
の
機
会
を
将
来
に
わ
た

り
確
保
し
て
い
く
観
点
か
ら
重
要
な
課
題
で

あ
る
と
認
識
し
て
い
ま
す
。
小
規
模
自
治
体

で
あ
る
本
町
に
お
い
て
は
、
単
独
で
多
様
な

活
動
種
目
を
維
持
す
る
こ
と
は
容
易
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。
そ
の
た
め
活
動
種
目
の
重
点
化

や
合
同
チ
ー
ム
の
編
成
、
近
隣
自
治
体
と
の

広
域
連
携
な
ど
現
実
的
か
つ
持
続
可
能
な
仕

組
み
づ
く
り
が
必
要
で
あ
る
と
考
え
て
い
ま

す
。
　
地
域
の
実
情
を
踏
ま
え
な
が
ら
段
階
的
に

進
め
る
こ
と
を
基
本
と
し
、
何
よ
り
も
子
ど

も
た
ち
の
学
び
と
成
長
の
機
会
を
最
優
先
に

取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

替
え
で
は
な
い
か
。
令
和
５
年
の
ア
ン
ケ
ー

ト
で
、
テ
ー
マ
の
合
葬
墓
よ
り
火
葬
場
の
再

整
備
等
に
関
す
る
要
望
、
苦
情
に
近
い
内
容

が
多
く
、
町
民
が
求
め
る
優
先
順
位
の
高
さ

も
認
識
さ
れ
て
い
な
が
ら
、
未
だ
に
改
善
さ

れ
て
い
な
い
の
は
何
故
か
。
も
う
３
年
近
く

も
置
き
去
り
と
な
っ
て
お
り
、
本
来
学
校
よ

り
も
先
に
進
め
ら
れ
て
も
お
か
し
く
な
い
こ

と
で
あ
る
と
思
う
が
、
町
長
は
今
の
町
の
声

を
ど
う
捉
え
、
ど
の
よ
う
に
応
え
て
い
く
の

か
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

学
校
に
つ
い
て
は
、
全
国
的
に
教
員
不
足

が
深
刻
に
な
り
つ
つ
あ
る
と
思
う
が
、
４
月

以
降
の
教
職
員
の
体
制
に
つ
い
て
は
、
ど
の

よ
う
な
状
況
か
。
動
向
が
気
が
か
り
な
同
窓

会
の
関
係
で
は
動
き
が
あ
っ
た
よ
う
な
の
で
、

こ
れ
に
つ
い
て
も
改
め
て
伺
う
。

答
　
弁
　
○
小
林
町
長

　
新
し
い
学
校
の
建
設
は
、
80
年
に
一
度
の

事
業
と
考
え
て
お
り
、
将
来
の
公
債
費
負
担

を
で
き
る
限
り
軽
減
す
る
対
策
を
講
じ
た
上

で
取
り
組
ん
だ
も
の
で
、
建
設
物
価
の
急
激

な
上
昇
も
あ
り
想
定
を
超
え
た
事
業
費
に
な

っ
て
い
る
が
、
教
育
施
設
全
体
の
将
来
負
担

を
考
え
る
と
合
理
的
な
選
択
だ
っ
た
と
思
っ

て
い
る
。
財
政
負
担
が
な
い
と
は
言
え
な
い

が
、
住
民
サ
ー
ビ
ス
を
低
下
さ
せ
る
こ
と
は

想
定
し
て
お
ら
ず
、
こ
れ
に
と
も
な
っ
て
各

種
料
金
も
税
も
引
上
げ
る
こ
と
は
考
え
て
い

な
い
。

　
全
国
的
に
進
む
少
子
化
、
人
口
減
少
を
止

め
る
こ
と
は
容
易
で
は
な
い
が
、
町
と
し
て

取
り
組
ん
で
い
る
子
育
て
支
援
や
教
育
の
充

実
の
た
め
の
施
策
が
、
将
来
の
ま
ち
づ
く
り

を
支
え
て
い
く
も
の
と
確
信
し
て
い
る
。
持

続
可
能
な
地
域
ケ
ア
サ
ー
ビ
ス
（
医
療
や
介

護
を
含
め
て
）
の
構
築
に
向
け
て
取
り
組
み
、

最
期
ま
で
安
心
し
て
住
み
続
け
ら
れ
る
ま
ち

に
し
て
い
く
た
め
の
取
り
組
み
に
も
邁
進
し
、

令
和
８
年
度
で
は
、
町
民
の
み
な
さ
ん
の
声

に
耳
を
傾
け
な
が
ら
一
体
的
な
改
革
の
道
筋

を
つ
け
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　
火
葬
場
に
つ
い
て
は
、
検
討
が
進
ん
で
お

ら
ず
申
し
訳
な
く
思
っ
て
い
る
が
、
昭
和
51

年
の
建
物
で
、
耐
用
年
数
を
す
で
に
10
年
経

過
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
建
替
え
や
近
隣
の

施
設
を
利
用
さ
せ
て
も
ら
う
こ
と
を
含
め
て

検
討
す
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
て
い
る
。
懇

談
会
を
開
催
す
る
な
ど
町
民
の
み
な
さ
ん
の

意
見
を
聞
い
た
上
で
、
で
き
る
だ
け
早
い
着

手
を
め
ざ
し
て
い
く
。

答
　
弁
　
○
大
島
教
育
長

　
義
務
教
育
学
校
と
な
る
４
月
か
ら
の
教
職

員
の
体
制
、
人
数
的
な
部
分
に
つ
い
て
は
現

在
の
小
中
２
校
分
と
基
本
的
に
は
変
わ
ら
ず
、

今
の
と
こ
ろ
は
配
置
基
準
に
つ
い
て
も
確
保

で
き
て
い
る
状
況
で
あ
る
。

　
新
年
度
か
ら
は
中
頓
別
学
園
同
窓
会
と
し

て
、
中
小
、
中
中
の
同
窓
会
に
つ
い
て
も
統

合
す
る
形
と
な
り
、
規
約
や
役
員
体
制
、
今

後
の
同
窓
会
の
活
動
等
の
詳
細
に
つ
い
て
は

４
月
以
降
に
話
し
合
わ
れ
る
こ
と
と
さ
れ
て

い
る
。

宮 

崎 

泰 

宗 

議
員

 

町
の
お
金
の
使
い
方
に
再
び
不
満
、
不

安
の
声
、
今
後
ど
う
応
え
て
い
く
の
か
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答　

弁　

○
小
林
町
長

　
人
件
費
や
物
価
高
騰
へ
の
対
策
と
し
て
行

わ
れ
た
も
の
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。
医
療
報

酬
や
介
護
報
酬
が
改
定
さ
れ
た
こ
と
は
良
か

っ
た
と
思
い
ま
す
が
、
条
件
不
利
地
域
に
対

す
る
手
厚
い
措
置
を
求
め
て
他
市
町
村
と
と

も
に
要
望
し
て
い
き
ま
す
。
た
だ
、
こ
れ
が

今
後
の
見
直
し
の
方
向
性
に
大
き
く
影
響
す

る
と
は
思
え
ま
せ
ん
。
最
終
的
に
は
決
ま
っ

て
い
ま
せ
ん
が
、
想
定
で
き
る
あ
ら
ゆ
る
選

択
肢
を
丁
寧
に
検
証
す
る
と
と
も
に
、
町
民

の
皆
様
の
ご
意
見
を
伺
い
な
が
ら
決
め
て
い

き
ま
す
。

提
供
体
制
と
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
構

築
に
つ
い
て
も
方
向
性
を
出
し
ま
す
。
ま
た
、

行
政
改
革
本
部
立
上
げ
に
つ
い
て
着
手
し
ま

す
。
財
源
確
保
、
歳
出
改
革
に
向
け
て
事
業

費
の
大
き
な
も
の
か
ら
見
直
し
に
着
手
し
、

新
た
な
財
政
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
の
公
表
を

行
い
ま
す
。
中
頓
別
学
園
建
設
に
つ
い
て
は

設
計
変
更
を
最
小
限
に
と
ど
め
、
財
源
を
確

保
す
る
と
と
も
に
ふ
る
さ
と
納
税
の
充
当
を

予
定
し
て
い
ま
す
。
今
後
も
持
続
可
能
な
行

財
政
の
運
営
に
向
け
た
改
革
に
取
り
組
み
ま

す
。

質　

問

　

具
体
的
な
人
口
減
少
対
策
が
町
民
に
見
え

て
い
ま
せ
ん
。
現
実
的
な
具
体
策
も
し
く
は
、

町
民
の
幸
福
度
を
重
視
す
る
な
ど
、
町
長
の

考
え
る
対
応
策
や
方
向
性
を
お
伺
い
し
ま
す
。

こ
の
町
に
住
み
続
け
ら
れ
る
だ
ろ
う
か
、
町

の
将
来
は
大
丈
夫
だ
ろ
う
か
、
人
口
減
少
を

町
民
は
漠
然
と
不
安
に
思
っ
て
い
ま
す
。
人

口
減
少
は
全
国
的
な
課
題
で
す
が
、
将
来
の

質　

問

　

中
央
社
会
保
険
医
療
協
議
会
の
答
申
に
よ

り
令
和
８
年
度
か
ら
医
療
報
酬
な
ら
び
に
介

護
報
酬
の
改
定
が
示
さ
れ
、
現
在
検
討
中
の

町
の
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
に
対
す
る
影

響
を
ど
の
よ
う
に
捉
え
て
い
る
か
お
伺
い
し

ま
す
。
無
床
診
療
所
化
は
避
け
ら
れ
な
い
の

か
、
ま
た
介
護
医
療
院
、
救
急
医
療
対
応
は
。

ま
た
今
回
の
改
定
の
方
向
性
の
中
で
示
さ
れ

て
い
る
、
病
院
Ｄ
Ｘ
化
や
、
オ
ン
ラ
イ
ン
診

療
、
地
域
間
の
役
割
分
担
な
ど
の
取
り
組
み

に
よ
っ
て
、
住
民
が
安
心
し
て
医
療
や
介
護

の
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
ら
れ
る
体
制
を
構
築
で

き
る
の
か
伺
い
ま
す
。

高 

橋 

憲 

一 

議
員

 

令
和
８
年
度
か
ら
の
医
療
報
酬
、
介
護

報
酬
改
定
に
よ
る
影
響
お
よ
び
今
後
の

町
の
医
療
介
護
の
方
針
に
つ
い
て

質　

問

　

人
口
減
少
の
中
、
保
健
福
祉
事
業
等
、
様

々
な
実
施
中
の
事
業
を
今
後
も
継
続
で
き
る

財
源
確
保
や
歳
出
削
減
の
見
通
し
は
立
っ
て

い
る
の
か
お
伺
い
し
ま
す
。
中
頓
別
学
園
建

設
に
つ
い
て
の
今
後
の
財
政
的
負
担
に
つ
い

て
も
お
伺
い
し
ま
す
。
町
民
は
も
と
よ
り
、

公
共
事
業
を
請
負
う
事
業
者
な
ど
へ
も
今
後

の
財
政
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
は
非
常
に
重
要

な
も
の
と
な
り
ま
す
の
で
開
示
を
お
願
い
し

ま
す
。

答　

弁　

○
小
林
町
長

　
全
て
の
事
業
に
つ
い
て
検
証
を
行
っ
た
上

で
、
必
要
に
応
じ
こ
れ
か
ら
も
続
け
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
地
域
医　

 

財
政
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
の
今
後
の
見

通
し
は

蓮 

尾 

純 

一 

議
員

 

人
口
減
少
に
対
す
る
具
体
的
な
対
応
策

が
あ
る
の
か
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展
望
を
し
っ
か
り
持
っ
て
い
る
自
治
体
も
あ

り
ま
す
。
コ
ン
サ
ル
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
が
、

成
果
を
上
げ
て
い
る
と
は
言
え
な
い
現
状
の

中
、
ま
ち
づ
く
り
の
ゴ
ー
ル
も
見
え
な
い
ま

ま
の
コ
ン
サ
ル
依
存
に
つ
い
て
町
長
は
ど
の

よ
う
に
お
考
え
か
お
伺
い
し
ま
す
。

答
　
弁
　
○
小
林
町
長

　
人
口
減
少
の
中
で
も
豊
か
に
暮
ら
し
幸
福

度
を
高
め
る
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
ま
す
。

選
挙
公
約
や
執
行
方
針
、
広
報
な
ど
で
お
伝

え
し
て
き
ま
し
た
。
し
か
し
目
に
見
え
る
成

果
に
つ
な
が
っ
て
い
る
と
は
言
え
な
い
現
状

と
受
け
止
め
て
い
ま
す
。
人
口
減
少
に
つ
い

て
受
け
入
れ
つ
つ
、
食
い
止
め
る
努
力
を
続

け
る
こ
と
が
必
要
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。
求

め
ら
れ
る
の
は
人
口
減
少
の
克
服
で
は
な
く
、

人
口
減
少
を
前
提
と
し
た
持
続
可
能
社
会
へ

の
適
応
で
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。
コ
ン
サ

ル
活
用
に
つ
い
て
は
依
存
し
て
い
る
と
は
思

っ
て
い
ま
せ
ん
。
高
度
な
分
析
な
ど
で
活
用

す
る
必
要
が
も
う
少
し
あ
る
と
考
え
て
い
ま

す
。
町
職
員
に
は
能
力
な
ど
、
住
民
に
は
関

心
な
ど
が
残
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。
今
後
は

現
在
取
り
掛
か
っ
て
い
る
も
の
を
最
後
に
職

員
に
よ
る
自
走
が
定
着
で
き
る
よ
う
努
め
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

届
い
た
声
や
解
消
が
困
難
と
な
っ
て
い
る
こ

と
に
向
き
合
う
と
と
も
に
、
今
後
も
町
民
の

日
常
の
生
活
に
お
け
る
悩
み
や
課
題
、
困
難

に
向
き
合
っ
て
い
く
よ
う
に
努
め
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

質
　
問

　
町
民
の
高
齢
化
に
よ
り
普
通
の
生
活
が
難

し
く
な
っ
て
い
る
場
面
が
多
く
な
っ
て
き
て

い
ま
す
。
高
齢
者
の
日
常
生
活
の
イ
ン
フ
ラ

整
備
に
目
が
届
い
て
い
な
い
よ
う
に
感
じ
ま

す
。
一
例
を
挙
げ
る
と
、
ゴ
ミ
の
分
別
な
ど

に
関
す
る
問
題
、
通
院
に
関
す
る
町
外
へ
の

交
通
の
問
題
、
町
内
で
は
賄
え
な
い
買
い
物

の
問
題
な
ど
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ
町
民

や
自
治
会
か
ら
課
題
を
聞
い
て
い
な
い
で
は

な
く
、
行
政
が
自
ら
把
握
す
る
必
要
が
あ
り

ま
す
。
今
後
の
更
な
る
高
齢
化
に
対
応
し
た

イ
ン
フ
ラ
整
備
の
体
制
に
つ
い
て
現
在
ど
の

よ
う
に
お
考
え
か
お
伺
い
し
ま
す
。

答
　
弁
　
○
小
林
町
長

　
ゴ
ミ
の
分
別
の
見
直
し
は
新
た
な
費
用
負

担
も
含
め
難
し
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
地
域

サ
ポ
ー
ト
事
業
で
お
手
伝
い
で
き
る
仕
組
み

が
あ
り
ま
す
。
で
き
る
だ
け
の
努
力
を
し
て

い
た
だ
く
こ
と
を
基
本
に
個
別
の
支
援
で
対

応
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
自
治
会
と
連
携

は
取
れ
て
い
て
課

題
が
あ
れ
ば
町
に

伝
わ
る
よ
う
に
な

っ
て
い
ま
す
。
生

活
イ
ン
フ
ラ
全
体

に
つ
い
て
で
す
が
、

 

町
民
の
高
齢
化
に
よ
る
生
活
イ
ン
フ
ラ

の
整
備
の
状
況

　スペースの都合上、審議した議案や質疑・

質問と答弁の内容を要約して載せています。

　会議の内容は、会議録に詳細に記録されて

おり、ご覧になりたい方は議会事務局まで

お問い合わせください。

質疑・質問は要約されています

　議会は、町民の暮らしに直結する税や福祉などの身近な問題を議論する大切な場です。
　議会では、議会だよりで情報の提供に努めていますが、
町政の動きを定例会や各種委員会を実際に傍聴し、自らの
目と耳で知ることが大切です。
　次の定例会は、６月に招集されます。日程は、議会だより
臨時号などでお知らせします。
　多くの町民のみなさまの傍聴をお待ち申しあげております。

議会を傍聴しましょう！議会を傍聴しましょう！
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同
意
第
１
号　
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
委
員
の
選

任
同
意

　

５
月
28
日
に
任
期
満
了
を
迎
え
る
委
員
を
再
任
す
る

こ
と
に
全
会
一
致
で
同
意
。

　

字
中
頓
別　

鈴
木
義
博
さ
ん

　

任
期　

令
和
８
年
５
月
29
日
〜
令
和
11
年
５
月
28
日

議
案
第
３
号　
犯
罪
被
害
者
等
支
援
条
例

　

犯
罪
等
に
よ
り
被
害
を
受
け
ら
れ
た
方
及
び
そ
の
家

族
や
遺
族
の
方
を
支
援
す
る
た
め
制
定
す
る
も
の
。

３
月
６
日
議
決

議決審議のあらまし
　第１回定例会では、新年度予算など３８

議案を審議しました。

　令和８年度各会計予算は、予算審査特別

委員会（蓮尾純一委員長）に付託して審査

され、全会計原案どおり可決しました。

　令和７年度各会計補正予算とその他の条

例改正案等は本会議（一部いきいきふるさ

と常任委員会付託）で審議され、すべて原

案どおり可決しました。

議
案
第
４
号　
鳥
獣
被
害
対
策
実
施
隊
設
置
条
例

　

鳥
獣
被
害
防
止
対
策
を
効
果
的
に
推
進
す
る
た
め
、

鳥
獣
被
害
対
策
隊
を
設
置
し
、
野
生
鳥
獣
に
よ
る
被
害

の
軽
減
と
生
活
環
境
の
確
保
を
図
る
た
め
制
定
す
る
も

の
。

議
案
第
５
号　
乳
児
等
通
園
支
援
事
業
の
設
備
及
び
運

営
に
関
す
る
基
準
を
定
め
る
条
例

　

児
童
福
祉
法
の
一
部
改
正
に
伴
い
、
乳
児
等
通
園
支

援
事
業
の
設
備
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準
そ
の
他
の
認

可
の
基
準
を
定
め
る
た
め
制
定
す
る
も
の
。

議
案
第
６
号　
特
定
乳
児
等
通
園
支
援
事
業
の
運
営
に

関
す
る
基
準
を
定
め
る
条
例

　

子
ど
も
・
子
育
て
支
援
法
の
一
部
改
正
に
よ
り
、
乳

児
等
の
た
め
の
支
援
給
付
が
創
設
さ
れ
る
こ
と
に
伴
い
、

給
付
に
係
る
特
定
乳
児
等
通
園
支
援
事
業
の
運
営
に
関

す
る
基
準
を
定
め
る
た
め
制
定
す
る
も
の
。

議
案
第
９
号　
各
委
員
会
の
委
員
等
の
報
酬
額
及
び
費

用
弁
償
並
び
に
そ
の
支
給
に
関
す
る
条
例
（
一
部
改
正
）

　

鳥
獣
被
害
対
策
実
施
隊
設
置
条
例
の
制
定
に
伴
い
、

報
酬
額
を
新
た
に
定
め
る
た
め
改
正
を
行
う
も
の
。

議
案
第
10
号　
行
政
手
続
に
お
け
る
特
定
の
個
人
を
識

別
す
る
た
め
の
番
号
の
利
用
等
に
関
す
る
法
律
に
基
づ

く
個
人
番
号
の
利
用
及
び
特
定
個
人
情
報
の
提
供
に
関

す
る
条
例
（
一
部
改
正
）

　

感
染
症
の
予
防
及
び
感
染
症
の
患
者
に
対
す
る
医
療

に
関
す
る
法
律
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
が
施
行
さ

れ
る
こ
と
に
伴
い
、
所
要
の
改
正
を
行
う
も
の
。

議
案
第
11
号　
税
条
例
（
一
部
改
正
）

　

標
準
化
さ
れ
た
納
税
通
知
書
や
納
付
書
の
レ
イ
ア
ウ

ト
が
４
期
割
で
の
運
用
と
な
る
こ
と
に
伴
い
、
本
町
の

町
税
納
期
に
つ
い
て
所
要
の
改
正
を
行
う
も
の
。

議
案
第
12
号　
財
政
調
整
基
金
の
設
置
、
管
理
及
び
処

分
に
関
す
る
条
例
（
一
部
改
正
）

　

財
源
の
確
保
に
お
い
て
、
財
政
調
整
基
金
に
属
す
る

現
金
を
歳
計
現
金
に
繰
り
替
え
て
運
用
す
る
必
要
が
あ

る
こ
と
か
ら
改
正
を
行
う
も
の
。

議
案
第
13
号　
地
域
づ
く
り
活
動
支
援
補
助
金
条
例

（
一
部
改
正
）

　

地
域
づ
く
り
を
推
進
す
る
事
業
に
対
し
て
補
助
金
を

交
付
す
る
制
度
の
継
続
を
行
う
た
め
期
限
の
５
年
間
延

長
を
行
う
も
の
。
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議
案
第
14
号　
酪
農
振
興
支
援
条
例
（
一
部
改
正
）

　

助
成
金
の
要
件
及
び
再
申
請
を
可
能
と
す
る
規
定
を

追
加
。
ま
た
、
条
例
の
期
限
を
延
長
す
る
た
め
改
正
を

行
う
も
の
。

議
案
第
16
号　
国
民
健
康
保
険
税
条
例
（
一
部
改
正
）

　

一
部
を
改
正
す
る
政
令
が
公
布
さ
れ
た
こ
と
に
伴
い
、

一
部
改
正
す
る
も
の
。

　

子
ど
も
子
育
て
支
援
法
の
施
行
に
伴
い
、
健
康
保
険

条
例
に
お
い
て
一
部
改
正
に
係
る
制
度
が
開
始
さ
れ
、

新
た
に
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
納
付
金
が
追
加
と
な
る

こ
と
か
ら
改
正
を
行
う
も
の
。
（
子
ど
も
子
育
て
支
援

分
、
所
得
割
０
．
２
９
、
均
等
割
１
千
円
、
平
等
割
１

千
円
）

議
案
第
17
号　
放
課
後
児
童
健
全
育
成
事
業
の
設
備
及

び
運
営
に
関
す
る
基
準
を
定
め
る
条
例
地
域
づ
く
り
活

動
支
援
補
助
金
条
例
（
一
部
改
正
）

　

令
和
８
年
４
月
よ
り
中
頓
別
小
学
校
及
び
中
頓
別
中

学
校
が
義
務
教
育
学
校
「
町
立
中
頓
別
学
園
」
に
移
行

す
る
た
め
改
正
を
行
う
も
の
。

議
案
第
18
号　
い
じ
め
の
防
止
等
に
関
す
る
条
例
（
一

部
改
正
）

　

令
和
８
年
４
月
よ
り
中
頓
別
小
学
校
及
び
中
頓
別
中

学
校
が
義
務
教
育
学
校
中
頓
別
学
園
に
移
行
す
る
た
め

改
正
を
行
う
も
の
。

議
案
第
19
号　
過
疎
地
域
持
続
的
発
展
市
町
村
計
画
の

変
更

　

過
疎
地
域
の
持
続
的
発
展
の
支
援
に
関
す
る
特
別
措

置
法
の
規
定
に
基
づ
き
、
過
疎
地
域
と
し
て
の
財
政
上

の
優
遇
措
置
等
を
活
用
す
る
た
め
、
中
頓
別
町
過
疎
地

域
持
続
的
発
展
市
町
村
計
画
の
計
画
期
間
及
び
計
画
内

容
を
変
更
す
る
も
の
。

議
案
第
21
号　
令
和
７
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算

　

歳
入
歳
出
の
総
額
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
２
億
２
千
２
９
５

万
８
千
円
を
減
額
し
、
予
算
の
総
額
は
62
億
５
千
３
５

２
万
７
千
円
に
。

　

決
算
見
込
に
基
づ
く
追
加
、
減
額
の
ほ
か
、
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
施
設
の
備
品
購
入
及
び
総
合
行
政
シ
ス
テ
ム
改

修
委
託
料
の
追
加
、
国
保
病
院
に
対
す
る
繰
出
金
５
千

１
３
０
万
円
を
追
加
し
病
院
費
総
額
を
２
億
８
千
４
８

６
万
円
と
す
る
も
の
。

議
案
第
22
号　
令
和
７
年
度
自
動
車
学
校
事
業
特
別
会

計
補
正
予
算

　

歳
入
歳
出
の
総
額
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
３
３
３
万
円
を
減

額
し
、
予
算
の
総
額
は
６
千
７
６
３
万
円
に
。

　

決
算
見
込
に
基
づ
き
追
加
、
減
額
す
る
も
の
。

議
案
第
23
号　
令
和
７
年
度
国
民
健
康
保
険
事
業
特
別

会
計
補
正
予
算

　

歳
入
歳
出
の
総
額
に
そ
れ
ぞ
れ
62
万
円
を
追
加
し
、

予
算
の
総
額
は
２
億
３
千
６
１
２
万
円
に
。

　

決
算
見
込
に
基
づ
き
追
加
、
減
額
す
る
も
の
。

議
案
第
24
号　
令
和
７
年
度
国
民
健
康
保
険
病
院
事
業

会
計
補
正
予
算

　

病
院
事
業
収
益
は
、
収
入
で
入
院
収
益
を
９
３
２
千

円
、
外
来
収
益
を
５
千
１
９
０
万
円
減
額
。
一
般
会
計

繰
入
金
と
し
て
５
千
１
３
１
万
円
を
追
加
し
、
繰
入
金

総
額
２
億
８
千
３
５
９
万
円
に
。
予
算
総
額
は
６
億
１

千
３
１
万
円
に
。
他
の
支
出
は
、
決
算
見
込
に
基
づ
く

追
加
、
減
額
す
る
も
の
。

議
案
第
25
号　
令
和
７
年
度
水
道
事
業
会
計
補
正
予
算

　

歳
入
歳
出
の
総
額
に
そ
れ
ぞ
れ
１
千
１
３
７
万
円
を

追
加
し
、
予
算
の
総
額
は
１
億
６
千
６
８
１
万
円
に
。
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決
算
見
込
に
基
づ
き
追
加
、
減
額
す
る
も
の
。

議
案
第
26
号　
令
和
７
年
度
下
水
道
事

業
会
計
補
正
予
算

　

歳
入
歳
出
の
総
額
に
そ
れ
ぞ
れ
１
千
１
０
８
万
円
を

追
加
し
、
予
算
の
総
額
は
１
億
４
千
２
０
３
万
円
に
。

決
算
見
込
に
基
づ
き
追
加
、
減
額
す
る
も
の
。

議
案
第
27
号　
令
和
７
年
度
介
護
保
険
事
業
特
別
会
計

（
保
険
事
業
勘
定
）
補
正
予
算

　

歳
入
歳
出
の
総
額
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
３
千
７
９
９
千
円

を
減
額
し
、
予
算
の
総
額
は
２
億
２
千
６
７
２
万
円
に
。

決
算
見
込
に
基
づ
き
追
加
、
減
額
す
る
も
の
。

議
案
第
28
号　
令
和
７
年
度
介
護
保
険
事
業
特
別
会
計

（
介
護
サ
ー
ビ
ス
事
業
勘
定
）
補
正
予
算

　

歳
入
歳
出
の
総
額
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
１
９
３
万
円
を
減

額
し
、
予
算
の
総
額
は
５
千
８
２
４
万
円
に
。
決
算
見

込
に
基
づ
き
追
加
、
減
額
す
る
も
の
。

議
案
第
29
号　
令
和
７
年
度
介
護
保
険
事
業
特
別
会
計

（
施
設
介
護
サ
ー
ビ
ス
事
業
勘
定
）
補
正
予
算

　

歳
入
歳
出
の
総
額
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
１
千
１
７
４
万
円

を
減
額
し
、
予
算
の
総
額
は
２
億
２
千
７
４
１
万
円
に
。

決
算
見
込
に
基
づ
き
追
加
、
減
額
す
る
も
の
。

議
案
第
30
号　
令
和
７
年
度
後
期
高
齢
者
医
療
事
業
特

別
会
計
補
正
予
算

　

歳
入
歳
出
の
総
額
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
２
８
１
万
円
を
減

額
し
、
予
算
の
総
額
は
３
千
８
９
０
万
円
に
。
決
算
見

込
に
基
づ
き
減
額
す
る
も
の
。

議
案
第
20
号　
工
事
請
負
契
約
の
締
結
に
つ
い
て

　

準
用
河
川
平
賀
内
川
災
害
復
旧
工
事
に
か
か
る
契
約

の
締
結

議
案
第
７
号　
こ
ど
も
支
援
セ
ン
タ
ー
設
置
条
例

　

心
身
の
発
達
に
お
い
て
特
別
な
配
慮
が
必
要
な
幼
児

及
び
学
齢
児
童
に
対
し
、
多
機
能
型
事
業
所
を
設
置
し

総
合
的
に
支
援
を
行
う
た
め
制
定
す
る
も
の
。

議
案
第
８
号　
養
護
老
人
ホ
ー
ム
長
寿
園
・
特
別
養
護

老
人
ホ
ー
ム
長
寿
園
運
営
委
員
会
条
例

　

養
護
老
人
ホ
ー
ム
長
寿
園
・
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム

長
寿
園
の
経
営
改
善
の
検
討
の
た
め
制
定
す
る
も
の
。

議
案
第
15
号　
商
工
業
振
興
支
援
条
例
（
一
部
改
正
等
）

　

条
例
の
期
限
の
延
長
及
び
規
定
の
拡
充
に
加
え
、
新

た
な
補
助
規
定
を
創
設
し
、
商
工
事
業
継
承
者
支
援
条

例
と
統
合
す
る
た
め
改
正
等
を
行
う
も
の
。

３
月
16
日
議
決

　中頓別町のホームページ(http://www.town.nakatombetsu.hokkaido.jp)で
議会だより、定例会の議事録などを公開しています。
　町ホームページから　中頓別町について ⇒ 中頓別町議会　へ進み
ご覧ください。
　議会はみなさんの暮らし、福祉などの身近な問題を議論する大切な会議
　です。

議会日程や傍聴の手続き、請願・陳情などのお問合せは、
℡6－2244（議会事務局）へ。

ホームページで議事録などを
公開しています

ホームページで議事録などを
公開しています
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令
和
８
年
第
１
回
臨
時
会
（
２
月
３
日
）

　

令
和
８
年
第
１
回
臨
時
会
が
２
月
３
日
に
招
集
さ
れ
、
選
挙

１
件
、
承
認
１
件
、
議
案
２
件
を
選
挙
、
承
認
及
び
原
案
ど
お

り
可
決
し
ま
し
た
。

　
選
挙
第
１
号　
南
宗
谷
衛
生
施
設
組
合
議
会
議
員
の
選
挙

　
承
認
第
１
号　
専
決
処
分
の
承
認
を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て

　
（
一
般
会
計
補
正
予
算　
令
和
８
年
１
月
20
日
専
決
）

　
議
案
第
１
号　
一
般
会
計
補
正
予
算

　
議
案
第
２
号　
水
道
事
業
会
計
補
正
予
算

○○○○

い
き
い
き
ふ
る
さ
と
常
任
委
員
会
報
告
（
３
月
16
日
）

　

い
き
い
き
ふ
る
さ
と
常
任
委
員
会
（
長
谷
川
克
弘
委
員
長
）
は
、
第
１
回
定
例
会
休
会
中
に
付
託

審
査
を
実
施
し
ま
し
た
。

①
こ
ど
も
支
援
セ
ン
タ
ー
設
置
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

②
養
護
老
人
ホ
ー
ム
長
寿
園
・
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
長
寿
園
運
営
委
員
会
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

③
商
工
業
振
興
支
援
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
等
の
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

①　

グ
レ
ー
ゾ
ー
ン
と
言
わ
れ
る
子
ど
も
た
ち
に
対
し
て
支
援

　

セ
ン
タ
ー
設
置
と
同
様
に
増
加
し
て
い
る
調
査
と
サ
ポ
ー
ト

　

体
制
の
充
実
も
並
行
し
て
実
施
す
る
よ
う
求
め
る
。

②　

委
員
の
人
選
に
つ
い
て
経
営
の
専
門
知
識
を
持
っ
た
改
善

　

を
担
え
る
人
材
を
登
用
す
る
こ
と
を
求
め
る
。
ま
た
、
委
員

　

会
設
置
に
お
い
て
定
期
的
な
会
議
体
と
し
て
の
活
動
を
求
め

　

る
。

③　

支
援
メ
ニ
ュ
ー
に
よ
り
補
助
率
が
減
少
し
て
い
る
部
分
に

　

つ
い
て
、
国
及
び
道
か
ら
の
支
援
メ
ニ
ュ
ー
を
合
わ
せ
て
提

　

供
で
き
る
よ
う
に
求
め
る
。

令
和
８
年
第
２
回
臨
時
会
（
３
月
26
日
）

　

令
和
８
年
第
２
回
臨
時
会
が
３
月
26
日
に
招
集
さ
れ
、
議
案

５
件
を
原
案
ど
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

　
議
案
第
41
号　
国
民
健
康
保
険
税
条
例
（
一
部
改
正
）

　
議
案
第
42
号　
一
般
会
計
補
正
予
算

　
議
案
第
43
号　
水
道
事
業
会
計
補
正
予
算

　
議
案
第
44
号　
介
護
保
険
事
業
特
別
会
計
（
保
険
事
業
勘
定
）

　
補
正
予
算

　
議
案
第
45
号　
介
護
保
険
事
業
特
別
会
計
（
施
設
介
護
サ
ー

　
ビ
ス
事
業
勘
定
）
補
正
予
算

○○○ ○ ○

審
査
事
項

審
査
意
見
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令和８年度予算編成内容
　本年度の予算総額は、114億2,636万円で前年度比34億9,561万円（44.1%）の増額となりました。
一般会計は、前年度比36億3,961万円（62.7％）の増額であります。
　歳入では、大半を占める地方交付税は町債借入れの増加に伴う公債費の増などを踏まえ、前年度比
1億1,207万円の増額としています。国庫支出金では、公立学校施設整備費負担金や学校施設環境改善交
付金など中頓別学園整備にかかる予算計上により1億2,342万円の増額、繰入金では、対象事業費の増加
による公共施設整備等基金繰入金の増などにより1億6,812万円の増額、町債では、過疎対策事業債の増
などにより32億20万円の増額となっています。
　歳出では、人件費において人事院勧告による給与増により1,013万円の増額となりました。繰出金で
は、自動車学校事業特別会計、介護サービス事業会計繰出金などの増により600万円の増額となりまし
た。普通建設事業費では、中頓別学園建設工事の増などにより、29億8,394万円の増額となりました。

予算審査特別委員会（蓮尾純一委員長）

～総額１１４億２，６３６万円～
令和８年度　８会計予算成立令和８年度　８会計予算成立令和８年度　８会計予算成立

　

一
般
会
計
を
は
じ
め
と
す

る
令
和
８
年
度
８
会
計
予
算

案
は
、
全
議
員
で
構
成
す
る

「
予
算
審
査
特
別
委
員
会
」

（
蓮
尾
純
一
委
員
長
）
に
審

査
を
付
託
。

　

特
別
委
員
会
で
は
、
３
月

17
日
〜
19
日
に
審
査
を
行
い
、

原
案
可
決
。

　

19
日
に
再
開
さ
れ
た
本
会

議
で
蓮
尾
委
員
長
か
ら
報
告

さ
れ
、
審
議
の
結
果
、
委
員

長
報
告
の
と
お
り
す
べ
て
原

案
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

年 度 別
会 計 別

令和 年度
予 算 額

平成７年度
予 算 額

比 較
金 額 率％

一 般 会 計 億 億 億
自動車学校事業特別会計
国民健康保険事業特別会計 億 億 ▲ ▲

国民健康保険
病院事業会計

収益的収支 億 億 ▲ ▲
資本的収支

水 道 事 業
特 別 会 計

収益的収支 億 億
資本的収支 億 億 ▲ ▲

下 水 道 事 業
特 別 会 計

収益的収支 億 億
資本的収支 億 億 ▲ ▲

介護保険事業
特 別 会 計

保険事業勘定 億 億 ▲ ▲
介護サービス事業勘定 ▲ ▲
施設介護サービス事業勘定 億 億 ▲ ▲

後期高齢者医療事業特別会計
合 計 億 億 億

■各会計予算の状況 （単位：万円）



   
 

 

                       

                       

■一般会計
歳 入 （単位：万円） 

款 ８年度 ７年度 比 較 増減％ 
町 税 17,338 16,797 541 3.2 
地 方 譲 与 税 7,602 7,752 ▲150 ▲1.9 
地 方 交 付 税 243,997 232,790 11,207 4.8 
使用料手数料 8,369 8,143 226 2.8 
国 庫 支 出 金 73,356 61,014 12,342 20.2 
道 支 出 金 19,915 22,179 ▲2,264 ▲10.2 
財 産 収 入 2,760 1,519 1,241 81.7 
繰 入 金 50,358 33,546 16,812 50.1 
諸 収 入 16,664 13,733 2,931 21.3 
町 債 488,790 168,771 320,019 189.6 
そ の 他 15,355 14,298 1,057 7.4 

合 計 944,504 580,542 363,962 62.7 
 

予算計上された主な臨時事業
（単位：万円）

科目・会計 臨時事業名 事業費 主な事業内容

総 務 費

女性・若者活躍推進事業
人口構造の再構築、コミュティの再構

築・強化

町民活動支援・展開事業  
モトマツダ維持管理運営経費、町民活

動支援業務委託料 
民 生 費 こども支援センター事業 発達の支援を必要とする子どもが育

ち上の課題を把握、理解しながら支援

を行う事業

農林水産業費 哺育育成センター運営事業 飼料収穫委託、備品

土 木 費
除排雪事業 歩道用ロータリー購入、除排雪委託

秋田原野線交付金事業 道路改良舗装工事など

教 育 費 中頓別学園整備事業
学校建設工事（令和８年度分）、備品

購入、学校建設工事管理業務委託等
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歳 出 （単位：万円）

款 ８年度 ７年度 比 較 増減％ 
議 会 費 5,134 5,160 ▲26 ▲0.5 
総 務 費 90,533 94,108 ▲3,575 ▲3.8 
民 生 費 55,123 39,967 15,156 37.9 
衛 生 費 51,152 49,843 1,309 2.6 
労 働 費 889 909 ▲20 ▲2.2 
農 林水産 業費 40,044 45,077 ▲5,033 ▲11.2 
商 工 費 12,993 23,947 ▲10,954 ▲45.7 
土 木 費 70,960 63,255 7,705 12.2 
消 防 費 14,943 13,385 1,558 11.6 
教 育 費 517,604 168,022 349,582 208.1 
公 債 費 63,353 56,899 6,454 11.3 
諸 支 出 金 21,726 19,920 1,806 9.1 
そ の 他 50 50 0 0 

合 計 944,504 580,542 363,962 62.7 
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主な質疑＆答弁
予算審査特別委員会

問答問答 ○
一
般
会
計

離
れ
る
も
の
と
な
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
総
務
課
長
）

　

防
災
対
策
事
業
に
つ
い
て
、
２
月
に
実
施
し

た
防
災
訓
練
の
反
省
点
に
つ
い
て
伺
い
た
い
。

議
員
も
参
加
し
た
が
、
今
後
は
、
消
防
団
や
自

治
会
向
け
の
避
難
訓
練
を
実
施
し
て
は
ど
う
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
宮
崎
委
員
）

　

厳
冬
期
に
お
け
る
災
害
を
想
定
し
た
避
難
訓

練
で
、
町
民
に
避
難
所
で
の
辛
さ
や
課
題
を
知

っ
て
も
ら
う
こ
と
及
び
職
員
が
避
難
所
開
設
に

係
る
作
業
に
つ
い
て
住
民
参
加
を
呼
び
か
け
る

こ
と
も
含
め
避
難
所
を
円
滑
に
運
営
す
る
こ
と

が
で
き
る
か
な
ど
、
実
験
的
な
意
味
合
い
も
あ

り
ま
し
た
の
で
、
今
後
は
繰
り
返
し
実
施
し
て

行
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
総
務
担
当
課
長
）

　

Ａ
Ｉ
公
務
員
に
つ
い
て
、
実
際
使
え
る
も
の

な
の
か
、
発
展
途
上
の
も
の
な
の
か
伺
い
た
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
宮
崎
委
員
）

　

現
在
、
５
人
の
Ａ
Ｉ
公
務
員
を
作
っ
て
お
り

も
う
少
し
で
投
入
で
き
る
状
況
と
な
っ
て
お
り

ま
す
。
実
際
使
え
る
も
の
と
し
て
次
年
度
は
20

程
度
の
エ
ー
ジ
ェ
ン
ト
の
作
成
に
つ
い
て
検
討

中
で
す
。　
　
　
　
　
　
（
総
務
担
当
課
長
）

■
民
生
費

　
こ
ど
も
支
援
セ
ン
タ
ー
事
業
に
つ
い
て
、
現

在
児
童
発
達
支
援
管
理
責
任
者
の
資
格
を
有
し

て
い
る
職
員
が
１
人
し
か
お
ら
ず
、
今
後
、
他

の
職
員
が
資
格
を
順
次
取
得
す
る
よ
う
展
開
し

て
い
く
考
え
が
あ
る
の
か
伺
い
ま
す
。
ま
た
、

保
育
士
は
足
り
て
い
る
の
か
に
つ
い
て
も
伺
い

ま
す
。　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
星
川
委
員
）

　
こ
ど
も
支
援
セ
ン
タ
ー
に
児
童
発
達
支
援
管

理
責
任
者
は
、
必
ず
置
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

こ
と
と
な
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、
計
画
的
に
研

修
を
受
け
ら
れ
る
よ
う
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
（
保
健
福
祉
担
当
課
長
）

　
保
育
士
の
配
置
に
つ
い
て
、
次
年
度
は
規
定

で
は
足
り
て
お
り
、
令
和
８
年
度
に
出
産
さ
れ

る
方
も
い
る
と
い
う
こ
と
で
、
今
後
は
保
育
士

の
確
保
も
含
め
体
制
に
つ
い
て
考
え
て
い
き
た

い
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
教
育
長
）

■
衛
生
費

　
環
境
保
全
活
動
推
進
事
業
に
つ
い
て
、
特
定

外
来
生
物
、
特
に
植
物
に
つ
い
て
町
有
地
な
ど

に
は
び
こ
っ
て
い
る
植
物
の
今
後
の
対
策
や
生

態
系
に
及
ぼ
す
影
響
は
な
い
か
伺
い
ま
す
。　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
長
谷
川
委
員
）

　

植
物
（
オ
オ
ハ
ン
ゴ
ン
ソ
ウ
）
の
対
策
に
つ

い
て
は
、
数
年
実
施
し
て
も
状
況
が
変
わ
ら
ず

現
状
維
持
と
な
っ
て
お
り
、
町
内
で
申
し
出
が

あ
れ
ば
除
草
剤
の
在
庫
が
あ
り
ま
す
の
で
、
そ

れ
ら
を
使
用
し
て
い
く
考
え
で
お
り
ま
す
。
淡

水
魚
へ
の
影
響
に
関
し
て
は
、
学
習
会
や
調
査

の
結
果
に
よ
り
影
響
は
ほ
と
ん
ど
な
い
と
い
う

こ
と
で
周
知
し
て
お
り
、
植
物
の
対
策
に
つ
い

て
は
継
続
が
必
要
と
考
え
て
お
り
ま
す
。　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
総
務
担
当
課
長
）

　
墓
地
に
つ
い
て
、
現
在
の
管
理
人
が
長
期
不

在
と
な
っ
た
場
合
を
考
慮
し
、
業
者
な
ど
に
請

け
負
っ
て
も
ら
っ
た
方
が
良
い
と
思
う
が
ど
う

考
え
て
い
る
か
伺
い
た
い
。　

（
星
川
委
員
）

歳
出

問問 答問答

問 答 答問

■
総
務
費

　

広
報
の
丁
合
機
が
導
入
さ
れ
て
町
民
の
方
の

負
担
が
減
り
助
か
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
が
、

回
覧
の
回
数
が
減
っ
て
お
り
何
か
工
夫
を
し
て

い
る
と
思
わ
れ
る
の
で
す
が
、
ど
う
い
っ
た
工

夫
を
し
て
い
る
の
か
伺
い
た
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
宮
崎
委
員
）

　
丁
合
機
に
つ
い
て
は
、
ス
ム
ー
ズ
に
動
い
て

お
り
今
後
も
続
け
て
い
き
た
い
。
回
覧
に
つ
い

て
は
チ
ラ
シ
と
し
て
旬
報
等
に
織
り
込
む
な
ど

極
力
回
覧
を
な
く
し
て
い
く
取
り
組
み
を
し
て

い
ま
す
。　
　
　
（
政
策
経
営
課
担
当
課
長
）

　

４
月
か
ら
住
所
や
名
前
の
変
更
登
記
が
義
務

化
さ
れ
罰
則
も
あ
り
ま
す
が
、
町
内
に
対
象
と

な
る
土
地
は
ど
れ
く
ら
い
あ
る
か
。
ま
た
、
亡

く
な
っ
た
方
の
土
地
の
課
税
に
対
す
る
相
談
や

支
援
に
つ
い
て
ど
う
考
え
て
い
る
か
伺
い
た
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
宮
崎
委
員
）

　

数
字
的
な
も
の
は
、
把
握
し
て
い
ま
せ
ん
が
、

町
の
登
記
情
報
か
ら
あ
る
程
度
の
件
数
は
把
握

で
き
る
と
思
い
ま
す
。
現
在
ま
で
、
登
記
変
更

な
ど
は
し
っ
か
り
さ
れ
て
い
る
と
考
え
て
お
り
、

登
記
の
完
了
の
通
知
が
来
た
段
階
で
納
税
者
の

変
更
等
確
認
し
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
総
務
担
当
課
長
）

　
登
記
の
移
動
と
い
う
の
は
、
法
務
局
の
管
轄

と
な
っ
て
お
り
宛
名
情
報
に
つ
い
て
は
、
町
が

管
理
し
て
い
る
も
の
で
す
が
、
制
度
と
は
若
干
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火
葬
場
の
問
題
と
合
わ
せ
て
管
理
の
委
託
な
ど
を
含
め
体

制
を
検
討
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
て
お
り
ま

す
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
総
務
担
当
課
長
）

　

子
宮
頸
が
ん
検
診
委
託
料
に
つ
い
て
、
ワ
ク
チ
ン
に
よ
る

予
防
が
あ
る
程
度
可
能
と
な
っ
て
い
る
が
、
町
の
助
成
と
受

診
率
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。　
　
　
　
　
　

（
蓮
尾
委
員
）

　
子
宮
頸
が
ん
ワ
ク
チ
ン
は
Ａ
類
の
予
防
接
種
に
あ
た
る
た

め
、
他
の
町
と
同
様
の
補
助
が
受
け
ら
れ
る
体
制
と
な
っ
て

お
り
ま
す
。
受
診
率
に
つ
い
て
は
、
低
い
状
況
に
あ
り
数
人

程
度
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。　
　
（
保
健
福
祉
担
当
主
幹
）

　
健
康
づ
く
り
講
座
に
呼
ん
で
い
る
講
師
が
健
康
づ
く
り
に

関
係
が
あ
る
の
か
。
本
来
の
意
義
や
選
定
基
準
に
つ
い
て
伺

う
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
蓮
尾
委
員
）

　
健
康
づ
く
り
に
ゆ
か
り
の
あ
る
方
を
選
定
し
て
お
り
、
皆

さ
ん
が
知
っ
て
い
る
方
の
講
座
を
通
し
て
健
康
の
推
進
に
興

味
を
持
っ
て
い
た
だ
く
こ
と
が
目
的
で
あ
り
、
そ
う
い
っ
た

気
持
ち
を
持
っ
て
い
た
だ
け
る
よ
う
講
師
の
選
定
を
し
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。　
　
　
　
（
保
健
福
祉
担
当
主
幹
）

■
労
働
費

　
特
定
地
域
づ
く
り
事
業
共
同
組
合
で
派
遣
可
能
な
職
員
に

つ
い
て
現
在
何
名
い
る
の
か
。
ま
た
、
新
年
度
以
降
増
え
る

要
素
が
あ
る
か
伺
い
ま
す
。　
　
　
　
　
　

（
宮
崎
委
員
）

　

現
時
点
で
は
２
名
の
正
職
員
を
雇
用
し
て
い
ま
す
。
閑
散

期
も
あ
り
現
状
は
２
名
が
最
適
で
あ
る
と
考
え
ま
す
が
、
継

続
し
て
検
討
す
る
課
題
で
あ
り
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
産
業
課
担
当
課
長
）

■
農
林
水
産
業
費

　

保
育
育
成
セ
ン
タ
ー
に
つ
い
て
、
運
営
母
体
が
決
ま
っ
て

い
る
の
か
。
ま
た
、
参
加
さ
れ
る
農
家
戸
数
に
つ
い
て
伺
い

ま
す
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
星
川
委
員
）

　
現
時
点
で
は
、
運
営
母
体
、
運
営
体
制
に
つ
い
て
協
議
中

問問 答答答問答問答

【
審
査
意
見
】

①　
介
護
医
療
院
含
め
て
今
後
の
医
療
福
祉

　
提
供
体
制
の
見
通
し
を
早
急
に
立
て
て
、

　
町
民
へ
の
説
明
機
会
を
設
け
る
こ
と
を
望

　
む
。
ま
た
、
現
状
と
は
異
な
る
積
算
根
拠

　
が
曖
昧
な
部
分
が
あ
る
の
で
、
積
算
根
拠

　
の
見
直
し
を
実
現
可
能
な
予
算
に
整
理
す

　
る
こ
と
を
望
む
も
の
で
あ
る
。

②　
女
性
若
者
活
躍
推
進
事
業
を
予
算
化
さ

　
れ
て
い
る
の
で
、
行
政
に
お
い
て
も
積
極

　
的
に
女
性
若
者
の
登
用
を
行
う
予
定
が
あ

　
る
の
か
見
通
し
が
見
え
な
い
の
で
、
行
政

　
が
先
頭
に
立
ち
積
極
的
に
取
り
組
む
よ
う

　
求
め
る
も
の
で
あ
る
。

③　
物
価
高
騰
等
経
済
情
勢
が
変
動
し
て
い

　
る
の
で
、
予
算
内
に
事
業
を
執
行
す
る
よ

　
う
意
識
し
よ
り
一
層
の
財
政
の
緊
縮
に
努

　
め
る
こ
と
を
求
め
る
も
の
で
あ
る
。

と
な
っ
て
い
る
。
具
体
的
に
は
ア
ン
ケ
ー
ト
に
つ
い
て
調
査

が
で
き
て
い
な
い
状
況
で
、
早
急
に
集
約
を
か
け
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
産
業
課
長
）

　
保
育
育
成
セ
ン
タ
ー
の
位
置
づ
け
を
見
直
し
た
上
で
、
運

営
に
つ
い
て
関
係
者
と
協
議
を
進
め
る
よ
う
取
り
扱
っ
て
い

き
た
い
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
小
林
町
長
）

　

６
次
産
業
化
推
進
事
業
に
つ
い
て
、
ぶ
ど
う
と
牛
乳
の
他

に
新
た
に
３
枚
目
の
看
板
と
な
る
よ
う
な
も
の
を
考
え
て
い

る
の
か
伺
い
ま
す
。　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
宮
崎
委
員
）

　
現
時
点
で
は
、
牛
乳
と
ぶ
ど
う
の
方
に
集
中
し
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
が
、
エ
ゾ
シ
カ
の
有
効
活
用
な
ど
支
援

で
き
る
も
の
が
あ
れ
ば
考
え
て
報
告
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
た

い
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
産
業
課
長
）

■
教
育
費

　

教
職
員
の
校
長
住
宅
の
建
設
に
つ
い
て
、
建
設
工
事
費
が

約
６
千
１
０
０
万
円
と
な
っ
て
い
る
が
、
高
く
な
っ
て
い
る

要
因
を
伺
う
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
星
川
委
員
）

　
近
年
の
建
築
費
と
公
共
工
事
に
よ
る
経
費
、
ま
た
現
在
建

っ
て
い
る
古
い
住
宅
の
跡
に
建
て
る
た
め
解
体
費
用
と
車
庫

の
設
置
費
用
も
含
ま
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
高
く
な
っ
て
お
り

ま
す
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
建
設
担
当
参
事
）

問答問答

予
算
審
査
特
別
委
員
会
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　中頓別町議会では、町民の皆様が撮影した写真の募集をはじめます。応募いただいた中
から選考し「なかとんべつ町議会だより」の表紙とさせていただきます。

応募資格 中頓別町在住の方

募集内容 人物、風景など中頓別町で撮影したもの。中頓別町の魅力や元気が出る
写真を募集します。

応募方法 下記アドレスに、件名を「なかとんべつ町議会だより表紙写真」と書き、
連絡先（電話番号、氏名、住所）を記入の上、写真を送付してください。

募集は随時しております。不明な点は議会事務局（６－２２４４）まで連絡してください。

gikai@town.nakatombetsu.lg.jp

あなたの写真を表紙にしませんか？あなたの写真を表紙にしませんか？あなたの写真を表紙にしませんか？

２月24日（火）の議会運営委員会前に全議員で中頓別学園工事視察を実施しました。



なかとんべつ町議会だより２３５号17

議 員 だ よ り ～ 私 の 思 い ～

このコーナーは、それぞれの議員が町づくりや議会活動などについて、思いを綴るものです。

　町の将来に対して町民の皆さんが不安に感じることが多くなっていると思います。学園整備に

伴う大規模予算が先日も取り上げられ、町長からは８０年に一度の事業ということ。

　中頓別町の町政施行は１９４９年、昭和２４年１１月１日のことで、今は西暦２０２６年、昭

和で言うと昨年がちょうど１００年だったので丸７６年、町になってからではそもそもまだ８０

年経ってないわけですが、１９５０年当時は７６００人近い人口であったことが分かります。

　今の人口は、ギリギリ１４００人を保っているというところで、この間、大きく衰退し、平成

２０年度の決算では実質公債費比率が２８．３％と、国の早期健全化基準の２５％を上回ったこ

とで財政健全化団体となり、それからの「中頓別町空白の１０年」と呼ばれる緊縮財政時代の影

響が今も影を落とす形となっています。

　この５、６年前までのインフラ整備や、税収の減少が財政を圧迫したことによるとされていま

すが、時代は繰り返されるのか…。これを体験した町民の方々が不安を覚えるのは至極当然のこ

となのです。

　また、今整備しているのは人生１００年の学びの拠点、中頓別学園。これは９年生の義務教育

学校だけでなく、人生１００年時代と言われる中で図書館や町民センター、教育委員会併設の社

会教育、生涯教育の施設でもあるからということではありますが、それはこの町が終の棲家とし

て選ばれることが前提となるものです。医療福祉の選択肢の少なさや過酷な立地、子供達や身寄

りのある所へと転出される方も多く、長く町を支えていただいている方々からも学校や町民セン

ターが新しくなっても火葬場があれではという声が増えてきているように感じます。建て替えで

は６億円ぐらいの工事費になるとのことですが、果たしてそこまでのものを望んでいるのか、ぜ

ひ町長がおじゃましますや議会カフェ、今後の懇談の場などで、ご意見をお聞かせいただけたら

幸いです。

　学校については同窓会に関しても再度伺いましたが、中頓別学園の同窓会は実際に４月から義

務教育学校に通う子どもたちからでいいのではないか、中小中中の同窓会が中心となって、町内

にあった他の学校の卒業生の方々、町外の学校に通われていた町民の方々にも入っていただいて

応援できる後援会的な形で統合するほうがいいのではないかと思います。

　出生の状況については、史上初となってしまった年度内ゼロ、これはコロナ禍などのマイナス

の影響が色濃く出ただけなのか、新年度に見込まれている状況は取り組みの効果なのか、自然的

な増減の波なのか、それは９年度以降の結果を見てみなければ分かりませんが、町の希望を押し

付けるのではなく、学校を卒業したら中頓別で就職したい、移住してみたいと思ってもらえるよ

うな魅力は、町を支えていただいている皆さんにいつまでもこの町で暮らしたいと思ってもらえ

てこそ伝わるものであると、改めて思う今日この頃であります。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（綴人　宮崎　泰宗）

『８０年に一度の大事業、中頓別学園
　人生１００年の学びは子育て支援や施設整備、教育環境の充実で完結するのか？』
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６日　第１回定例会
15日　中学校卒業式
16日　第１回定例会、いきいきふるさと常任
　　　委員会
17日　第１回定例会、予算審査特別委員会
18日　予算審査特別委員会
19日　予算審査特別委員会、第１回定例会
　　　小学校卒業式
23日　南宗谷消防組合議会（枝幸町）
　　　南宗谷衛生施設組合議会（浜頓別町）
26日　第２回臨時会
27日　こども園卒園式

議会の動き

３日　第１回臨時会
10日　ペーパーレス化によるシステム説明会
14日　認定こども園生活発表会
15日　防災訓練
18日　議会運営委員会
24日　議会運営委員会、中頓別学園工事視察

２月

３月

１日　自治記念式、こども園入園式
８日　議会広報編集特別委員会
９日　中頓別学園開校式
10日　中頓別学園入学式
13日　宗谷町村議会議長会定期総会（稚内市）
15日　議会広報編集特別委員会
20日　商工会青年部との懇談

４月

令和８年

発　　行  中頓別町議会
編　　集  議会広報編集特別委員会
お問合せ  〒098-5595
　　　　  北海道枝幸郡中頓別町字中頓別172番地6
　　　　  tel（01634）6-2244（直通）
　　　　  fax（01634）6-1155

　

い
つ
も
、
３
月
に
な
る
と
北
国
に
も
日
差
し
が
少
し
長
く
な
り
、
温

か
い
日
々
の
訪
れ
で
雪
解
け
が
進
み
や
っ
と
厳
し
い
冬
か
ら
解
放
さ
れ

る
と
心
も
身
体
も
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
な
気
分
に
さ
せ
て
く
れ
る
も
の
で
あ
る
。

　

一
方
で
３
月
は
別
れ
の
季
節
で
も
あ
る
。
社
会
人
と
し
て
巣
立
つ
人

や
高
校
生
は
通
い
な
れ
た
学
び
舎
に
別
れ
を
告
げ
、
進
学
や
就
職
で
仲

の
い
い
友
達
や
親
元
を
離
れ
て
独
り
立
ち
す
る
季
節
で
も
あ
る
。

　

し
か
し
、
世
界
は
コ
ロ
ナ
期
間
中
か
ら
紛
争
や
争
い
が
絶
え
な
い
時

代
に
入
っ
て
し
ま
っ
た
。
法
治
国
家
と
し
て
世
界
で
承
認
さ
れ
て
い
る

国
へ
突
然
前
触
れ
も
な
く
攻
め
入
っ
て
し
ま
う
。
「F

arew
ell for 

W
eapon

（
武
器
よ
さ
ら
ば
）
小
説
の
中
身
は
ち
ょ
っ
と
違
う
け
ど
。
」

果
た
し
て
丸
腰
で
法
治
国
家
が
未
来
永
劫
あ
り
つ
づ
け
る
こ
と
が
で
き

る
の
だ
ろ
う
か
？
と
最
近
疑
問
に
思
う
こ
と
が
あ
る
。

　

ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
、
ベ
ネ
ズ
エ
ラ
侵
攻
、
イ
ラ
ン
侵
攻
で
世
界
は
混

迷
を
深
め
て
い
る
。
そ
の
影
響
で
石
油
製
品
由
来
の
関
連
商
品
が
値
上

が
り
ど
こ
ろ
か
、
調
達
も
ま
ま
な
ら
な
い
時
期
が
や
っ
て
く
る
と
マ
ス

コ
ミ
は
盛
ん
に
報
道
し
て
い
る
。
折
角
暫
定
税
率
が
廃
止
さ
れ
た
ガ
ソ

リ
ン
も
そ
の
恩
恵
も
つ
か
の
間
で
す
ぐ
に
値
上
が
り
。
一
般
消
費
者
は

生
活
四
苦
八
苦
で
あ
る
。
コ
ロ
ナ
が
落
ち
着
い
た
と
思
っ
た
ら
値
上
が

り
の
荒
波
に
も
ま
れ
て
い
る
。
い
つ
に
な
っ
た
ら
平
穏
な
社
会
が
訪
れ

る
の
だ
ろ
う
か
。

　

こ
ん
な
小
さ
な
町
に
住
ん
で
い
て
も
世
界
と
深
く
つ
な
が
っ
て
い
る

こ
と
が
、
悲
し
い
か
な
！
こ
ん
な
こ
と
か
ら
再
認
識
さ
せ
ら
れ
る
も
の

で
あ
る
。

　

世
界
中
の
人
々
が
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
な
ど
で
技
と
力
を
発
揮
し
て
競
い

合
い
を
楽
し
む
世
界
に
な
っ
て
ほ
し
い
も
の
だ
と
・
・
・
・
・
・

　

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
は
汗
を
流
し
た
後
に
は
お
互
い
を
リ
ス
ペ
ク
ト
す

る
シ
ー
ン
を
よ
く
見
か
け
る
。
そ
ん
な
世
界
で
あ
っ
て
ほ
し
い
も
の
だ
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

議
会
広
報
編
集
特
別
委
員
会
（
西
）

             

             

議員の活動実績と一般質問回数
（令和７年４月～令和８年３月）

会議名

議員名

定例会・臨時会 各種委員会等 一般

質問

回数
出席義

務日数

出席

日数

出席義

務日数

出席

日数

蓮 尾 純 一 １６ １５ ２２ ２２ ４

吉 田 智 一 １６ １６ ２２ ２２ １

高 橋 憲 一 １６ １６ ２２ ２２ ４

長谷川克弘 １６ １６ ２２ ２２ １

宮 崎 泰 宗 １６ １６ ２２ ２２ ４

細 谷 久 雄 １０ １０ ７ ７ ３

西 浦 岩 雄 １６ １６ ３０ ３０ ０

星川三喜男 １６ １６ ２２ ２２ ‐

（注１）議員名は議席番号順（７番目が副議長、末尾が議長）

（注２）各種委員会等は、議会運営委員会、常任委員会、議会広報編

集特別委員会、議会改革特別委員会、決算審査特別委員会、

予算審査特別委員会等を指します。

（注３）一般質問は、定例会（年４回）で行われます。

（注４）一部事務組合議会議員（西浦副議長、細谷議員、吉田議員、

蓮尾議員）の日数は含まれていません。


